
第１０７回 

経 済 史 研 究 会 を 下 記 の 通 り 開 催 い た し ま す 。  
⼤ 学 院 ⽣ を 含 め 多 く の 研 究 者 の 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。  
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閻  ⽴ ⼤阪経済⼤学経済学部 教授 

清末東三省の新政と⽇本 
―東三省の建省を中⼼として― 

2022 年 9 ⽉ 24 ⽇（⼟）14：00〜17：00 
対⾯形式（会場：⼤阪経済⼤学 G 館 3 階 共同研究室Ⅰ） 

清末の 1901 年以降、⻄太后の主導により清朝政府が新政改⾰を始めた。その⼀環
として 1907 年 4 ⽉に清王朝の発祥地である東三省地域では盛京、吉林、⿊⿓江将軍
による軍政体制を廃⽌し、代わって（内地各省と同様の）⾏省制度を導⼊し、総督と
巡撫を設置した。 

本報告ではまず東三省の建省過程において⽇本がどうかかわっていたのか、どの
ような役割を果たしたのかを分析し、そして清末の新政期における⽇中関係を解明
したいと思う。 
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大阪経済大学 日本経済史研究所 
〒533-8533 ⼤阪市東淀川区⼤隅 2-2-8 

https://www.osaka-ue.ac.jp/research/nikkeisi/ 
TEL︓06-6328-2431  E-MAIL︓ nikkeisi@osaka-ue.ac.jp 

参加ご希望の⽅は下記フォームよりお知らせください 


